


は
じ
め
に

　
二
○
○
八
年
九
月
七
日
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
「
伊
勢

崎
多
喜
二
祭
－
伊
勢
崎
署
占
拠
・
多
喜
二
奪
還
事
件
」
の
成
功
は
、
今

春
各
地
で
開
催
さ
れ
た
「
小
林
多
喜
二
没
後
七
五
周
年
記
念
多
喜
二

祭
」
の
質
・
量
の
成
功
を
と
も
に
し
つ
つ
多
喜
二
顕
彰
運
動
の
新
た
な

地
平
を
拓
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
山
知
子
氏
の
「
父
・
邦
作
と
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
」、
蛎
崎
澄
子
氏

の
「
七
沢
温
泉
の
多
喜
二
か
ら
伊
勢
崎
の
多
喜
二
へ
」
の
講
演
は
よ
く

準
備
さ
れ
た
豊
富
な
内
容
で
伊
勢
崎
事
件
の
全
貌
と
日
本
共
産
党
入
党

直
前
の
一
九
三
一
年
九
月
の
多
喜
二
の
生
き
た
姿
を
今
日
に
つ
た
え
る

も
の
と
な
り
、
参
加
者
の
大
き
な
感
銘
を
呼
び
ま
し
た
。

　
当
地
群
馬
県
下
の
人
た
ち
の
間
で
も
こ
の
「
事
件
」
を
知
る
人
は
数

少
な
く
な
る
中
で
、
埋
も
れ
か
け
て
い
た
多
喜
二
の
事
跡
を
繋
い
で
い

く
貴
重
な
研
究
の
成
果
は
地
元
の
研
究
者
と
在
京
の
研
究
活
動
と
の
合

流
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
小
林
多
喜
二
の
史
実
年

譜
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
と
な
り
「
多
喜
二
没
後
七
五
・

生
誕
一
○
五
周
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
日
を
期
し
て
現
地
実
行
委
員
会
が
準
備
し
た
「
伊
勢
崎
署
占

拠
・
多
喜
二
奪
還
事
件
資
料
集
」（
総
ぺ
ー
ジ
数
50
）
は
、こ
の
「
事
件
」

の
研
究
成
果
と
「
事
件
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
も
の
を
可
能
な
限
り

集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
水
準
に
お
い
て
特
記
さ
れ
る
も

の
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
今
後
の
課
題
の
一
つ
の
柱
は
、
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
資
料
内
容
に
つ

い
て
の
よ
り
精
確
な
分
析
に
よ
る
統
一
性
あ
る
「
事
件
」
の
全
容
の
組

み
立
て
で
す
。
そ
の
た
め
の
現
地
で
の
研
究
の
進
展
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　
こ
の
「
試
論
Ⅰ
」
は
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
「
資
料
集
」
に

集
成
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
の
補
強
に
か
か
わ
る
二
つ
の
資
料
紹

介
を
試
み
る
も
の
で
す
。



　
文
芸
講
演
会
の
た
め
に
伊
勢
崎
入
り
し
た
小
林
多
喜
二
ら
は
茂
呂
村

（
当
時
）
の
菊
池
敏
清
宅
で
総
検
束
さ
れ
た
。会
場
の
共
栄
館
に
集
ま
っ

た
聴
衆
ら
に
加
え
て
急
を
聞
い
て
県
下
か
ら
駆
け
つ
け
た
人
々
の
怒
り

の
抗
議
と
一
部
争
闘
の
中
で
伊
勢
崎
署
長
以
下
全
員
が
署
か
ら
退
去
し

た
あ
と
県
特
高
課
長
泉
が
警
官
隊
を
と
も
な
っ
て
急
派
さ
れ
翌
七
日
未

明
二
時
頃
、
講
師
等
の
釈
放
、
検
挙
者
の
責
任
を
問
わ
な
い
等
の
条
件

で
交
渉
が
決
着
し
た
。
多
喜
二
ら
は
夜
明
け
と
と
も
に
自
動
車
で
署
か

ら
送
出
さ
れ
、
こ
の
事
件
は
一
応
の
決
着
を
見
た
。

　
泉
二
郎
か
泉
守
紀
か
？
　
こ
の
時
の
県
特
高
課
長
は
菊
池
邦
作
氏
の

発
言
や
記
述
で
は
泉
二
郎
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
二
○
○
八
年
に

な
っ
て
『
群
馬
県
史
』
な
ど
で
は
「
泉
守
紀
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
沖
縄
戦
末
期
の
県
知
事
・
泉
守
紀
（
一
八
九
八
・
二
・
十
一
～
一
九
八

四
・
十
・
二
一
　
い
ず
み
・
し
ゅ
き
）

　
こ
の
泉
が
沖
縄
戦
末
期
に
官
選
の
沖
縄
県
知
事
と
し
て
赴
任
し
て
い

て
、
県
民
の
苦
難
を
よ
そ
に
し
ば
し
ば
上
京
し
て
席
を
空
け
県
民
の
顰

蹙
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
買
っ
て
い
た
男
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
九
月
七
日

の
「
伊
勢
崎
多
喜
二
祭
」
会
場
で
ス
ラ
イ
ド
上
映
の
折
に
紹
介
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
の
私
の
調
査
は
、
以
前
彼
の
沖
縄
県
知
事
時

代
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
軍
の
命
令
に
反
抗
し
て
県
民
を
守
っ
た
と
い

う
「
美
談
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
新
聞
記
事
に
対
し
て
批
判
の
声
が
あ
っ

た
こ
と
の
探
索
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
県
知
事
以
前
の
泉
の
内
務
官
僚

と
し
て
の
警
察
畑
や
特
高
警
察
歴
に
つ
い
て
ま
で
は
行
き
届
か
な
か
っ

た
。

　
多
喜
二
祭
を
終
え
て
帰
京
後
、
そ
れ
が
柳
河
瀬
精
（
治
安
維
持
法
国

賠
同
盟
大
阪
府
本
部
会
長
、
中
央
本
部
副
会
長
）
氏
の
著
書
『
告
発
　

戦
後
の
特
高
官
僚
』
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
た
ど
り
つ
い
た
。
今

般
、
柳
河
瀬
氏
か
ら
の
ご
教
示
も
含
め
て
そ
の
点
に
つ
い
て
補
強
し
て

お
き
た
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
　「
50
年
目
の
戦
争
秘
話
～
決
戦
前

夜
の
行
政
官
た
ち
・
元
沖
縄
県
知
事
の
日
記
よ
り
」
　（「
赤
旗
」

一
九
九
五
年
九
月
十
四
日
付
け
）

　
こ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
版
の
解
説
者
は
安
仁
屋
政
昭
（
あ
に
や
ま
さ

あ
き
　
沖
縄
国
際
大
学
教
授
）
氏
で
あ
る
。
氏
の
「
勇
気
あ
る
行
動
・

泉
守
紀
知
事
」
と
題
す
る
評
論
は
、「
琉
球
新
報
」
の
野
里
洋
記
者
が

戦
中
の
泉
の
日
記
を
発
掘
し
て
『
汚
名
』（
一
九
九
三
年
講
談
社
刊
）

と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
泉

知
事
が
沖
縄
守
備
軍
命
令
と
県
民
を
守
る
立
場
か
ら
の
相
克
が
描
か
れ

る
。
そ
し
て
一
九
九
五
年
九
月
六
日
の
放
映
で
は
沖
縄
戦
の
前
夜
、
軍

の
官
舎
役
所
設
備
の
使
用
に
抵
抗
し
「
慰
安
所
」
の
設
置
要
求
な
ど
に

応
じ
な
か
っ
た
な
ど
の
行
動
が
、
県
民
を
守
る
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
と

の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。
野
里
記
者
の
著
作
に
は
、
泉
が
「
国
体
護

持
」
を
至
上
と
し
て
い
た
こ
と
や
県
知
事
歴
任
以
前
に
十
県
近
く
の
警

察
畑
と
特
高
官
僚
を
歴
任
し
た
こ
と
な
ど
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
こ
と
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
視
聴
者
は
こ
う
し
た
泉
の
ダ
ー

１　

多
喜
二
弾
圧
の
特
高
課
長
・
泉
守
紀
追
跡



テ
ィ
ー
な
前
半
生
に
つ
い
て
予
備
知
識
な
し
に
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
沖
縄
戦
時
代
の
彼
の
一
断
面
の
み
の
描
写
を
彼
の

全
人
生
を
貫
い
た
も
の
と
し
て
錯
覚
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
話
題
を
本
題
に
戻
そ
う
。
柳
河
瀬
氏
は

0

0

0

0

0

、
こ
の
著
書
の
中
で

0

0

0

0

0

0

0

「
泉
は

特
高
警
察
が
全
県
に
配
置
さ
れ
た
一
九
二
八
年
七
月
十
日
、
大
阪
府
福

島
警
察
署
長
か
ら
群
馬
県
特
高
課
長
と
な
り
ま
し
た
。
署
長
を
し
て
い

た
福
島
警
察
署
管
内
は
、
大
阪
の
労
働
運
動
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
と
い
え

る
地
域
で
、
弾
圧
を
受
け
た
労
農
党
大
阪
支
部
、
労
組
事
務
所
、
農
民

組
合
事
務
所
、
労
働
学
校
な
ど
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
大
阪
の
三
・

一
五
弾
圧
で
功
あ
り
と
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
　

群
馬
県
特
高
課
長
と
し
て
、
四
・
一
六
弾
圧
で
は
21
人
検
挙
、
う
ち
起

訴
さ
れ
有
罪
と
さ
れ
た
も
の
８
名
が
い
ま
す
。
一
九
三
○
年
十
月
の
群

馬
の
共
産
青
年
同
盟
弾
圧
で
は
検
挙
者
85
人
、
参
考
人
と
し
て
召
喚
さ

れ
た
も
の
は
３
０
０
人
以
上
で
す
。

　
北
海
道
特
高
課
長
在
任
中
に
は
、
蜂
須
賀
農
場
争
議
事
件
（
一
九
三

二
・
三
・
三
十
）
、
プ
ロ
文
化
連
盟
旭
川
事
件
（
一
九
三
二
・
四
・
十
五
）、

北
海
道
全
協
滝
川
事
件
（
一
九
三
二
・
五
・
十
五
）、
学
生
全
協
支
持
団

北
大
事
件
（
一
九
三
二
・
六
・
十
四
）
な
ど
の
弾
圧
を
指
揮
し
、
こ
の
間

の
検
挙
者
は
１
５
８
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
一
九
三
二
年
七
月
奈
良
県
警
察
部
長
に
な
っ
た
と
き
も
、
の
ち
に
は

彼
よ
り
出
世
す
る
同
期
の
者
た
ち
を
尻
目
に
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
栃
木
、
埼
玉
、
岡
山
、
北
海
道
警
察
部
長
で
す
。
…
…
こ
う
し

た
経
歴
と
、
そ
の
出
世
ぶ
り
は
、
彼
が
い
か
に
民
衆
の
抑
圧
・
取
締
り

に
熱
心
な
、
忠
実
な
官
僚
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
ま
す
」

柳
河
瀬
氏
は
、「
国
民
を
戦
争
に
か
り
た
て
た
暗
黒
支
配
の
最
先
端
に

あ
っ
た
内
務
官
僚
、
し
か
も
特
高
官
僚
の
事
績
の
一
部
を
と
ら
え
て
、

『
勇
気
あ
る
行
動
』
と
ほ
め
そ
や
し
す
ぎ
る
こ
と
は
、
も
う
少
し
注
意

深
さ
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
指
摘
し
て
い
る｡

　
泉
守
紀
は
、
一
九
二
八
年
七
月
十
日
、
群
馬
県
特
高
課
長
と
し
て
赴

任
。
多
喜
二
ら
の
弾
圧
鎮
撫
直
後
の
一
九
三
一
年
十
月
に
は
北
海
道
特

高
課
長
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。一
九
二
九
年
の
四
・
一
六
弾
圧
事
件
、

一
九
三
○
年
十
月
の
共
産
青
年
同
盟
機
関
紙
「
無
産
青
年
」
読
者
網
を

狙
っ
た
大
弾
圧
を
は
じ
め
群
馬
県
下
で
彼
が
特
高
課
長
と
し
て
ど
の
よ

う
な
辣
腕
を
振
る
っ
て
人
民
弾
圧
の
先
頭
に
立
っ
た
か
。
そ
の
解
明
は

今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。



Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
　「
50
年
目
の
戦
争
秘
話
～
決
戦
前
夜
の
行
政
官
た
ち
・

元
沖
縄
県
知
事
の
日
記
よ
り
」
　（「
赤
旗
」
一
九
九
五
年
九
月
十
四
日
付
け
）



　
「
資
料
集
」
17
ペ
ー
ジ
の
堤
源
寿
氏
（
戦
後
、
日
本
共
産
党
群
馬
県

委
員
長
）
の
記
述
「
不
屈
ぐ
ん
ま
版
３
号
」
に
あ
る
、
事
件
当
日
会
議

最
中
に
「
多
喜
二
ら
検
束
の
報
」
を
聞
い
て
伊
勢
崎
へ
駆
け
つ
け
た
時

の
事
実
関
係
を
補
強
す
る
記
述
が
あ
る
。
堤
氏
の
記
述
に
寄
れ
ば
、
当

日
左
翼
系
の
「
無
産
団
体
協
議
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
、
こ
の
会
議
に
は
堤
、
福
田
な
ど
の
全
農
全
国
会
議
派
、

文
化
団
体
の
遠
藤
一
郎
、
モ
ッ
プ
ル
の
角
田
儀
平
治
、
全
協
系
の
泉
や

吉
田
鶴
喜
ら
が
参
加
し
、
会
議
の
二
回
目
の
日
に
ま
だ
皆
が
集
ま
ら
な

い
う
ち
に
多
喜
二
検
束
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
居
合
わ
せ
た
者
が
タ
ク

シ
ー
を
使
っ
て
伊
勢
崎
へ
駆
け
つ
け
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
富
沢
実
氏
は
「
資
料
集
」
23
ペ
ー
ジ
下
段
で
、

当
時
ま
だ
「
無
産
者
団
体
協
議
会
」
は
発
足
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
何

か
の
記
憶
違
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
山
岸
一
章
『
革
命
と
青
春
』

　
こ
の
富
沢
実
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

山
岸
一
章
『
革
命
と
青
春
』
に
「
群
馬
の
福
田
政
勝
―
上
海
事
変
反
戦

デ
モ
の
先
頭
に
」
の
中
で
福
田
が
堤
氏
ら
と
と
も
に
多
喜
二
検
束
の
報

を
聞
い
て
そ
の
抗
議
と
奪
還
の
た
め
に
伊
勢
崎
署
へ
駆
け
つ
け
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
山
岸
の
執
筆
は

一
九
六
○
年
代
後
半
の
「
月
刊
学
習
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
す
で
に
山
岸
が
菊
池
邦
作
氏
ら
と
も
会
い
「
伊
勢
崎
多
喜
二
検
束
事

件
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
伊
勢
崎
の
共
産
党
組
織
の
推
移
　
今
般
、「
伊
勢
崎
多
喜
二
祭
」
前

後
に
、
多
喜
二
ら
を
招
請
し
て
「
文
芸
講
演
会
」
を
準
備
し
た
中
心
的

メ
ン
バ
ー
の
小
林
（
菊
池
）
邦
作
、
菊
池
敏
清
、
菊
池
盛
男
氏
ら
は
当

時
共
産
党
員
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
質
問
を
何
人
か
の
方
々
か
ら
い
た

だ
い
た
。
当
時
、
群
馬
県
下
の
労
働
運
動
、
農
民
運
動
、
無
産
青
年
運

動
が
全
国
有
数
の
規
模
・
内
容
で
大
き
く
高
揚
し
て
お
り
、
菊
池
氏
ら

伊
勢
崎
・
茂
呂
の
活
動
家
群
は
こ
の
運
動
の
影
響
を
強
く
受
け
て
活
動

し
て
い
た
が
、
ま
だ
共
産
党
員
で
は
な
か
っ
た
。

　
群
馬
県
に
最
初
に
日
本
共
産
党
が
組
織
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、一
九
二
三
年
頃
か
ら
「
桐
生
社
会
科
学
研
究
会
」
が
つ
く
ら
れ
、

活
版
雑
誌
「
無
産
科
学
」
を
発
行
し
て
活
動
が
は
じ
ま
り
、
足
尾
銅
山

の
労
働
組
合
指
導
に
渡
辺
政
之
輔
や
山
本
懸
蔵
が
来
県
し
て
お
り
、
ま

た
、
農
民
運
動
、
無
産
青
年
運
動
の
高
揚
の
な
か
に
あ
り
、
こ
う
し
た

土
台
の
う
え
に
共
産
党
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
オ
ル
グ
に
よ
っ
て
朝
倉

健
太
郎
（
桐
生
合
同
労
組
）、岩
崎
亀
一
郎
（
桐
生
市
）、加
藤
春
雄
（
山

田
郡
境
野
村
）
の
三
人
が
入
党
し
、
一
九
二
九
年
一
月
十
六
日
に
結
成

さ
れ
た
。
し
か
し
、
直
後
の
四
・
一
六
事
件
で
泉
特
高
課
長
の
も
と
で

三
人
が
検
挙
さ
れ
た
た
め
い
っ
た
ん
消
滅
、
再
建
さ
れ
た
の
は
多
喜
二

検
束
事
件
の
翌
年
の
一
九
三
二
年
五
月
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た

の
は
泉
吉
次
、
福
田
政
勝
、
堤
源
寿
の
３
人
で
あ
る
。

　
福
田
政
勝
（
一
九
○
六
・
明
治
三
九
年
～
一
九
三
三
・
昭
和
八
）　

そ
の
一
人
、
群
馬
郡
金
古
村
（
か
ね
こ
村
、
の
ち
群
馬
町
）
出
身
の
福

田
政
勝
は
、
福
田
赳
夫
と
従
兄
弟
で
あ
り
、
と
も
に
高
崎
中
学
（
現
高

２　

多
喜
二
奪
還
応
援
に
前
橋
か
ら
駆
け
つ
け
た

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て



ち
と
も
連
絡
を
と
り
全
日
本
繊
維
産
業
労
働
組
合
支
部
を
組
織
し
て
い

る
。
福
田
ら
と
協
力
し
て
一
九
三
二
年
農
・
山
村
闘
争
の
途
上
、
九
月

二
三
日
の
弾
圧
に
遭
遇
、
信
田
ま
ち
ら
と
協
力
し
て
活
動
家
の
秘
匿
途

上
で
母
校
高
崎
北
小
学
校
校
庭
で
武
装
警
官
50
名
に
包
囲
さ
れ
格
闘
の

末
検
挙
さ
れ
、
高
崎
署
で
鬼
畜
の
よ
う
な
拷
問
を
う
け
、
そ
れ
が
原
因

で
一
九
三
九
年
九
月
三
一
歳
で
死
去
し
た
。

　
堤
源
寿
　
堤
は
国
府
村
（
の
ち
群
馬
町
）
生
ま
れ
。
一
九
二
五
（
大

正
十
四
）
年
十
九
歳
で
日
本
農
民
組
合
稲
荷
台
支
部
を
組
織
し
、
全
農

県
連
争
議
部
長
と
な
っ
た
。
こ
の
村
は
当
時
小
作
争
議
の
村
と
し
て
呼

ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
共
産
党
創
立
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
の
争
議

件
数
は
１
５
８
１
件
に
及
ん
だ
（｢

わ
が
地
方
の
日
本
共
産
党
史｣

―

群
馬
版
）。
こ
う
し
て
西
毛
地
区
全
域
か
ら
始
っ
た
革
新
的
農
民
運
動

は
、
勢
多
郡
、
佐
波
郡
、
伊
勢
崎
方
面
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
多
喜
二
検
束
当
日
。
前
橋
か
ら
駆
け
つ
け
た
福

田
、
堤
ら
の
開
い
て
い
た
会
合
は
農
民
組
合
関
係
の
も
の
で
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

　
紹
介
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
山
岸
一
章
の
「
検
束
事
件
」
に
つ

い
て
の
記
述
を
見
て
お
こ
う
。

崎
高
校
）
出
身
の
秀
才
で
あ
っ
た
が
立
身
出
世
を
地
で
行
っ
た
赳
夫
と

は
正
反
対
に
学
業
を
捨
て
労
働
者
と
な
り
、
多
喜
二
ら
が
来
県
し
た
当

時
、
九
州
の
炭
鉱
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
ば
か
り
で
、
実
家
の
土
蔵
の

二
階
で
『
資
本
論
』
を
学
習
し
つ
つ
直
ち
に
農
民
運
動
に
参
加
し
て
い
っ

た
。
当
時
、
須
永
好
が
会
長
の
全
農
群
馬
県
連
は
右
派
の
有
力
県
連
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
が
、
福
田
政
勝
、
堤
源
寿
、
富
沢
実
、
平
石

健
夫
、
田
中
平
太
郎
、
茂
木
友
吉
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
左
派
県

連
と
し
て
全
国
で
も
有
数
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
ま
で
に
前
進
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
福
田
は
一
九
三
二
年
全
農
全
国
会
議
派
の
全
国
常
任
委
員
に
選
ば

れ
、
県
下
の
農
民
運
動
の
指
導
に
東
奔
西
走
し
つ
つ
、
高
崎
無
産
者
診

療
所
の
開
設
に
協
力
し
て
い
る
。
同
年
九
月
二
三
日
、
山
村
農
民
、
木

炭
製
造
農
民
の
苦
境
打
開
の
実
力
行
使
を
目
前
に
県
下
の
党
組
織
と
活

動
家
に
一
斉
弾
圧
が
行
な
わ
れ
泉
が
逮
捕
さ
れ
、
福
田
、
堤
、
富
沢
ら

は
上
京
し
て
難
を
逃
れ
た
が
一
ヵ
月
後
に
検
挙
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
福

田
は
結
核
に
冒
さ
れ
て
い
て
前
橋
刑
務
所
に
収
監
中
重
態
の
た
め
仮
保

釈
と
な
っ
た
。
菊
池
邦
作
が
皆
か
ら
集
め
た
救
援
金
を
持
っ
て
見
舞
い

に
駆
け
つ
け
た
時
、
拷
問
で
脛
（
す
ね
）
の
骨
を
曲
げ
ら
れ
た
傷
跡
を

見
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
直
後
の
多
喜
二
が
虐
殺
さ
れ
た
一
九
三
三

年
の
十
月
二
九
日
、
二
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
泉
吉
治
（
一
九
○
八
・
明
治
四
一
―
一
九
三
一
・
昭
和
十
四
）
は
碓

井
郡
豊
岡
村
（
の
ち
高
崎
市
）
生
ま
れ
。
小
学
校
卒
業
後
染
物
店
で
働

い
た
あ
と
京
都
の
染
色
工
場
に
就
職
、
そ
こ
で
京
滋
繊
維
産
業
労
働
組

合
の
活
動
に
参
加
、
福
田
と
同
時
期
に
群
馬
に
お
け
る
全
協
オ
ル
グ
と

し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
彼
は
桐
生
社
会
科
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
た

　
一
九
三
一
〈
昭
和
六
〉
年
九
月
、
高
崎
の
社
会
民
衆
党
を
中
心

と
し
た
文
化
団
体
は
、プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
家
小
林
多
喜
二
、

同
劇
作
家
村
山
知
義
な
ど
数
名
を
東
京
か
ら
招
い
て
、
同
市
の
共

栄
館
で
文
芸
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
伊
勢
崎
署
は
開
会
前
に

講
師
全
員
と
主
催
者
の
殆
ど
を
検
束
し
て
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
小
林
多
喜
二
ら
の
話
を
聞
こ
う
と
し
て
集
ま
っ



　
堤
氏
の
一
九
九
三
年
当
時
の
記
憶
に
基
づ
く
執
筆
内
容
が
、
一
九
六

○
年
代
後
半
の
山
岸
一
章
氏
の
文
章
と
若
干
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
ほ

ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
菊
池
邦
作
と
抗
議
奪

還
に
駆
け
つ
け
た
福
田
と
の
心
温
ま
る
交
流
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
超
満
員
の
約
２
０
０
名
の
聴
衆
は
、
開
会
の
一
時
を
と
っ
く
に

過
ぎ
て
五
時
、
六
時
を
過
ぎ
て
も
誰
一
人
帰
ろ
う
と
は
せ
ず
、
次

第
に
殺
気
立
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
へ
福
田
政
勝
、
堤
源
寿
、
坂

内
一
登
司
な
ど
３
０
０
名
が
各
地
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
と
か
け
つ
け
て

合
流
し
、
約
５
０
０
名
が
、
「
講
師
を
奪
還
し
ろ
！
」
と
伊
勢
崎

署
に
押
し
寄
せ
、
数
十
名
の
警
官
を
や
っ
つ
け
て
、
署
内
に
入
り

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
警
察
側
も
動
員
し
た
が
ど
う
に
も
な
ら

ず
、
深
夜
二
時
頃
ま
で
の
交
渉
で
、
講
師
は
夜
が
明
け
た
ら
釈
放

す
る
、
犠
牲
者
は
出
さ
な
い
等
の
条
件
を
か
ち
と
り
、「
伊
勢
崎

署
占
領
事
件
」
と
し
て
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。（
山
岸
一
章『
革

命
と
青
春
』
新
版
）
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